






骨粗しょう症(DXA法)　結果報告書

氏名：ID: 検診日：年齢：歳

※骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン2015年版より、脆弱骨折（転倒などの軽度な外力による骨折や、気付かないうちに起きた骨折など）の有

無および、骨密度（大腿部と腰椎のうち低いほう）をもとに判定します。

※50歳未満の男性と閉経前の女性は「同世代との比較」、50歳以上の男性と閉経後の女性は「若い成人との比較」）の値から判定します。

～骨粗しょう症を予防する習慣～

豆･乳製品､海藻､青菜類､小魚など

カルシウムが多い食品をとりましょう

禁煙しましょう

肉や魚、野菜、きのこなども

バランスよくとりましょう

日光を浴びましょう

こまめに運動しましょう

コーヒーやアルコールの

飲み過ぎに注意しましょう
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要介護になる原因の約１２％が「骨折や転倒」です

寝たきりを予防して健康寿命を延ばすためにも、骨粗しょう症の早期診断・治

療を行うことが大切です

※厚生労働省大臣官房統計情報部：平成26年国民生活基礎調査（平成25年）

の結果からグラフでみる世帯の状況. より改変

要介護になる原因
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